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40歳からのキャリアチェンジ　人生100年時代の勉強法

加藤博己税理士事務所

加藤 博己
URL   https://katoh-tax.com

　「人生 100 年時代」と言われています。
　現在の仕事の延長線上にない〝キャリアチェンジ〟
を実現するにはスキルチェンジが欠かせません。新
しいスキルの習得には、その過程（学習方法など）
が重要になります。私が 40 歳でキャリアチェンジ
を試みた際に、身に付けた勉強法や情報のインプッ
ト法をお伝えします。

４０歳からのキャリアチェンジ

人生１００年時代の勉強法

私が会社を辞めた
（キャリアチェンジした）理由

・大学卒業後に一部上場企業に入社し19年間勤務
・退社直前はヨーロッパの子会社に出向中
・日本から送られてくる指示に日々イライラ
・自分で決められない仕事を一生続けるのか？
・悩んだ結果、40歳のときに既婚者で二児の父親
　だったが、実家が営む小さな税理士事務所を継
　ぐことを決意

＜ キャリアチェンジを決断 ＞

・退職後は実家の税理士事務所を手伝いながら、
　税理士試験の受験勉強をスタートさせる
・3年をかけて、3回の受験で5科目合格

＜ 晴れて !  税理士登録に至る ＞

　本稿では、こうした経緯の中で身に付けた中高
年向けの勉強法について紹介します。

キャリアチェンジして
良かった点・悪かった点

　勉強法についてお話しする前に、キャリアチェ
ンジを経験したことで見えてきた「良かった点」
と「悪かった点」を以下にまとめます。
　収入の問題がないとは言い切れませんが、トー
タルでは満足しています。

▶良かった点
・上司からの指示がなくなり時間管理がやりやす
　くなった
・仕事の意志決定を自分ができるようになった
・仕事のコントロールがモチベーションの向上に
　つながった
・会社の枠にとらわれない世界を経験することが
　できた

▶悪かった点
・会社員時代と比較すると収入は下がった
・肩書や組織に所属するという安心感がなくなっ
　た（ただし、これはすぐに慣れる）

https://katoh-tax.com
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特集企画／自分磨きのための「学び直し」スキルアップ、キャリアアップのための自己投資術

　

●
目
標
達
成
時
期
の
設
定

　

ど
ん
な
資
格
で
あ
れ
、
試
験
合
格
の

た
め
に
は
「
資
格
取
得
の
目
標
時
期
の

設
定
」
が
重
要
で
す
。
私
の
場
合
も
40

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
体
力
以
上
に
気
力
の

衰
え
を
実
感
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
目

標
時
期
の
設
定
が
な
い
と
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
維
持
が
難
し
く
な
る
の
で
す
。

　

合
格
ま
で
諦
め
ず
に
継
続
す
る
こ
と

が
理
想
で
す
が
、
気
力
が
衰
え
て
く
る

と
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
結
論
を
言
え
ば

「
短
期
決
戦
を
心
掛
け
る
」
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
自
分
に
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
か
け
る
方
法
と
し
て
、

・
目
標
を
書
き
、
家
族
な
ど
の
目
に
つ

き
や
す
い
場
所
に
張
り
出
す

・
家
族
の
前
で
合
格
目
標
時
期
を
宣
言

す
る

な
ど
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

　

●
軌
道
修
正
も
大
切

　

私
の
場
合
、
紙
を
張
り
出
す
こ
と
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
2
年
間
で
合
格

を
目
指
す
旨
を
家
族
に
伝
え
て
い
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
1
年
目
の
試
験
で
不

合
格
科
目
が
あ
り
、
こ
の
方
針
は
修
正

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
途
中
で
修
正
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
そ
う
し
た
場
合
は
未
達
成
の
原

因
は
何
か
、
勉
強
法
に
問
題
は
な
い
か

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
目
標
時
期
を
再

設
定
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に

努
め
て
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
様
々
な
理
由
で
資
格
取
得
を

断
念
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
目

標
時
期
が
な
い
と
、
こ
う
し
た
決
断
の

タ
イ
ミ
ン
グ
も
逃
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

●
勉
強
時
間
の
創
出

　

中
に
は
「
そ
も
そ
も
、
勉
強
の
時
間

が
確
保
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
る
方
も

い
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

資
格
取
得
ま
で
は
、
自
分
の
時
間
の
中

で
「
捨
て
る
も
の
」「
や
ら
な
い
こ
と
」

を
は
っ
き
り
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

時
間
が
な
い
と
言
い
つ
つ
も
、
気
付

い
た
ら
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
や
テ
レ
ビ

鑑
賞
を
し
て
い
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？ 

こ
う
し
た
時
間
を
浮
き
彫
り
に

す
る
こ
と
で
勉
強
時
間
を
生
み
出
せ
ま

す
。
ま
ず
は
、
自
分
の
１
日
の
行
動
を

逐
一
記
録
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

忙
し
い
人
向
け
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
サ

ー
ビ
ス
の
「T

askChute Cloud

」
や

iPhone

ア
プ
リ
の「T

askum
a

」な
ど
、

ス
マ
ホ
で
タ
ス
ク
ご
と
の
時
間
を
記
録

で
き
る
ツ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
（
一
部
有

料
）。
時
間
の
記
録
は
習
慣
化
し
て
し

ま
え
ば
容
易
に
継
続
で
き
る
の
で
、
大

ま
か
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
か
ら
1
日
の

行
動
時
間
を
記
録
し
て
く
だ
さ
い
。
す

る
と
、
何
を
し
て
い
た
の
か
よ
く
分
か

ら
な
い
時
間
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

　

●
本
気
で
捨
て
る

　
「
不
明
朗
な
時
間
は
な
い
」「
そ
れ
で

も
勉
強
時
間
が
足
り
な
い
」
と
い
う
方

は
、
と
に
か
く
今
や
っ
て
い
る
何
か
を

や
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
1
日
は
24

時
間
で
す
。
時
間
の
割
り
当
て
は
、
自

分
で
決
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
試
験
合
格
す
る
ま
で
は
勉
強

と
最
低
限
の
生
活
以
外
は
す
べ
て
捨
て

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
は
視
な
い
。
資
格
試

験
に
関
係
な
い
本
や
雑
誌
も
読
ま
な

い
。
家
族
と
の
外
出
や
外
食
も
控
え
ま

し
た
。
こ
こ
ま
で
、
極
端
に
や
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
資
格
取
得
ま
で
は

「
こ
れ
と
こ
れ
は
あ
き
ら
め
る
」
と
い

う
決
断
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

資
格
取
得
を
目
指
す
な
ら
〝
短
期
決
戦
〟
が
基
本

時
間
を
生
み
出
す
に
は
何
か
を
捨
て
る

　

●
通
用
し
な
い
自
分

　

税
理
士
資
格
取
得
直
後
は
、
も
う
勉

強
し
な
く
て
も
い
い
と
い
う
安
心
感
が

私
の
中
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
税
理
士
の
仕
事
が
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
顧
問
先
の
経

営
者
と
の
会
話
が
思
う
よ
う
に
続
か
な

資
格
を
取
得
す
れ
ば
ゴ
ー
ル
イ
ン
と
い
う
勘
違
い

自
分
磨
き
は
長
生
き
に
お
け
る
最
高
の
リ
ス
ク
回
避
策

い
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。
質
問
内

容
が
税
務
関
連
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
の

で
す
が
、
そ
れ
以
外
は
表
面
的
な
話
し

か
で
き
て
い
な
い
自
分
が
も
ど
か
し
い

…
。
上
場
会
社
勤
務
で
経
験
は
積
ん
で

い
る
、
税
理
士
資
格
も
取
得
し
た
、
中

小
企
業
の
経
営
者
と
の
会
話
に
も
充
分
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　様々な分野の知識を得るという意味で、読
書は外せない。読書以外の 2 つ（②オーディ
オ学習・③セミナー）の方法に、たどり着い
たのも読書を通じてであった。
　仕事に直接役立ちそうな本だけを読んでい
ても自分の知識は広がらない。興味を持った
本は何でも読もう。私の場合は一カ月に 10 冊
を目標にしているが、本当に知識を得るなら
足りないぐらい。速読法は習得していない。

　Amazon の電子書籍（Kindle）を
　中心に購入
　場所やコストの観点から、Amazon の電子書
籍（Kindle）を中心に購入。「電子書籍だと読

みにくい」という意見もあるが、続けていれ
ば慣れる。
　普段は、Kindle Paperwhite という端末で読
んでいるが、図表が多い書籍については iPad
の Kindle アプリで読むことにしている。

　Kindle で読む
　最大のメリットとは
　本の内容を振り返りやすいという点が挙げ
られる。読んでいる途中で気になった文章に
ハイライトを付けることができる。
　これを「Kindle：メモとハイライト」（https://
read.amazon.co.jp/notebook）というサイトで
まとめて見ることができる。

　読書は一度だけでは頭に入らない。気にな
った箇所を定期的に読み返すことで、知識を
自分のものにすることができる。

通
用
す
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
質
問
さ
れ
る
内
容
や
各
々

の
会
社
に
お
け
る
課
題
は
千
差
万
別
で

自
分
１
人
の
、
し
か
も
1
社
だ
け
の
会

社
経
験
で
す
べ
て
答
え
ら
れ
る
ほ
ど
甘

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
出

し
た
答
え
が
、
資
格
取
得
と
は
違
う
自

分
磨
き
の
勉
強
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

●
人
生
１
０
０
年
時
代
を
生
き
る

　

さ
て
、
Ａ
Ｉ
が
税
理
士
の
仕
事
を
奪

う
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
税
理
士

に
限
ら
ず
、
仕
事
内
容
や
世
の
中
か
ら

求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
常
に
変
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
私
は
、
税
理
士
資
格
が
あ
る

か
ら
一
生
安
泰
と
は
限
ら
な
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
正
直
、
会
社

を
辞
め
た
と
き
は
「
我
な
が
ら
40
歳
と

い
う
年
齢
で
思
い
切
っ
た
ス
キ
ル
チ
ェ

ン
ジ
、
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
図
っ
た

も
の
だ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
〝
人
生
１
０
０
年
時
代
〟
を

考
え
る
と
、
40
歳
で
の
ス
キ
ル
チ
ェ
ン

ジ
は
、
人
生
の
折
り
返
し
地
点
に
到
達

す
る
前
な
の
で
す
。

　

22
歳
で
社
会
人
に
な
り
、
40
歳
で
最

初
の
大
き
な
ス
キ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
図
り

ま
し
た
が
、
次
は
60
歳
に
向
け
て
、
緩

や
か
で
継
続
的
な
ス
キ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を

目
指
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
税
理
士

試
験
合
格
の
よ
う
な
急
激
な
も
の
で
は

な
く
、
60
歳
ま
で
の
残
り
の
時
間
を
使

い
少
し
ず
つ
ス
キ
ル
や
キ
ャ
リ
ア
の
方

向
性
を
広
げ
て
い
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。

　

60
歳
に
な
っ
た
と
き
、
今
の
自
分
と

比
較
し
て
「
あ
の
頃
と
比
べ
る
と
ず
い

ぶ
ん
ス
キ
ル
が
広
が
っ
た
」
と
思
え
る

よ
う
に
し
た
い
の
で
す
。
人
生
１
０
０

年
時
代
を
生
き
る
こ
と
は
、
今
後
も

様
々
な
リ
ス
ク
を
背
負
う
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
自
分
を
磨
き
、
新
た
な
ス
キ

ル
や
キ
ャ
リ
ア
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

そ
の
回
避
法
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

以
下
に
、
私
の
経
験
か
ら
得
た
、
資

格
取
得
と
は
違
う
自
分
を
磨
く
た
め
の

3
つ
の
勉
強
法
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
読 

書

②
オ
ー
デ
ィ
オ
学
習

③
セ
ミ
ナ
ー

読 書①

https://read.amazon.co.jp/notebook
https://read.amazon.co.jp/notebook
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　読書でも物足りない…。もっとスキマ時間
を活用できないかと感じていたとき、一冊の
本の中に「オーディオ学習」という項目を見
つけて実行することにした。
　歩行中や運転中は、耳は空いている。これ
を活用しない手はない。しかし、適切な学習
教材を見つけることができずスタートが切れ
ない苦労もあったが、現在は、下記のサービ
ス活用している。

　Audiobook.jp（旧 FeBe）
　https://audiobook.jp/
　オーディオで聴く読書。多数の書籍が販売
されており、分厚くて手が出せないと感じる
本も耳で聴くのであれば苦痛にはならない。

　レガシィクラウド
　https://www.legacy-cloud.net/
　主に士業向けの音声教材を販売しているサ
イト。一般のサラリーマンの方が興味を持た
れる教材はほとんどないかも…。

　実学 M.B.A.
　http://www.kandamasanori.com/LP/mba-01/
　コンサルタントの神田昌典氏が最新の洋書
の紹介やインタビューを毎週配信しているプ
ログラム。
　オーディオ教材は、基本 2 倍速で再生し最
低 2 回は聴く。最初は 1.25 倍速あたりから初
めても OK。
　パソコンの iTunes に取り込み可能な教材で
あれば、オーディオブックとして保存してか
ら iPhone に同期させれば、iBook アプリで
1.25 倍速、1.5 倍速、2 倍速での再生が可能で
ある。

セミナーは人との出合いの大きなチャンス

　ネットや書籍などで興味を持ち、会ってみ
たいと感じた人物がセミナーを開催していな
いかをチェックする。興味を持った人物には
直接会いに行くべきである。それにより、本
やブログなどに書かれている内容を、より深
く理解できるようになる。また、人によって
はセミナー後に懇親会を開催するケースもあ
る。こうしたチャンスを活用し、会ってみたか
った人物と直接対話をして見聞を広げよう。

　こうしたセミナーには自費負担してでも参
加してほしい。私自身、会社員時代は時間的

な余裕がなく、このようなセミナーには全く
参加できなかったが、今となっては積極的に
参加しておけばよかったと反省している。

■ セミナーを探す方法

・受講したい〝講師〟が決まっているケース
　講師のWebサイトを定期的にチェックする。
　Web サイトが RSS に対応している場合に
は、RSS リーダー（Feedly（https://feedly.
com）など）を使うと便利。

・受講したい〝分野〟が決まっているケース
　Google アラート（https://www.google.co.jp/
alerts）に興味のあるキーワードを登録する。
関連する情報をメールで受け取る。そうした
情報の中に、求めるセミナー情報が含まれて
いることがある。

オーディオ
学習②

セミナー③

https://audiobook.jp/
https://www.legacy-cloud.net/
http://www.kandamasanori.com/LP/mba-01/
https://feedly.com
https://feedly.com
https://www.google.co.jp/alerts
https://www.google.co.jp/alerts

